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今年度の学校生活も残りわずか 

 副校長  神 美帆 

立春とは名ばかりで、まだまだ寒い日が続いております。 

保護者の皆さまには、日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力いただき、ありがとうございます。 

今年度も残りわずかになりました。 

12月下旬から１月中旬にかけての 

学校評価アンケート、回答ありがとう 

ございました。次年度の教育課程に 

反映させていきたいと考えております。 

★保護者の皆さまの学校評価結果 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□ややあてはまらない 

□あてはまらない 

Q8.心身の健康を増進し、体力向上及びスポーツ教育の充実を図っている。 

Q7.部活動や生徒会活動を通して、授業だけでは得られない貴重な経験を得ることができている。 

Q6.タブレットや ICTを活用した教育活動を行っている。 

Q5.人権尊重に基づく取組を行っている。生活アンケート、スクールカウンセラー面接等 

Q4.ホームページを定期的に更新している。校長室だより毎週更新、学校だより毎月更新 

Q3.NPO法人きよせラボあるいは学校支援本部と連携した教育活動を実施している。 

Q2.特別支援教育の充実のため、学校行事や生徒会活動、部活動等の交流を充実させている。 

Q1.健やかな体の育成として、食に関する企画を催し、子ども達の関心を高めている。 

 

 

 

 

 

 

Q5.保健体育の授業や部活動、運動会の行事を通じて体力を向上させることができている。 

Q4.行事や特別活動は生徒が主体的に関わり、他者と協力して取り組む経験ができる。 

Q3.道徳の授業やふれあいアンケートを通じて、１人ひとりが困っていることに対応してくれる。 

Q2.タブレットを活用することで自身の理解を高めたり助けたりする学習を行うことができている。 

Q1.授業ではタブレットを必要に応じて活用し、興味関心を高める授業が行われている。 

 

令和 7年度より学校運営連絡協議会からコミュニティ・スクール（CS）に 

清瀬市では令和7年度より全校でコミュニティ・スクール（CS）を設置することになりました。CSとは、学校と地

域が力を合わせることによって、互いに信頼し合い、それぞれの立場で主体的に地域の子どもたちの成長を支えて

いく仕組みです。CSには、「学校運営協議会」を設置し、教育委員会から任命された保護者や地域の方々が一定

の権限と責任をもって学校運営に参画します。 学校支援本部と連携していいただくことで、学校運営方針や委員

の意見の意図を理解し、具現化のお手伝いなどを進めてもらいます。保護者の皆様にもご協力いただき、生徒の成

長を支えていただければ幸甚です。清瀬市のCSについて、詳しくは下記ページをご覧ください。

https://www.kiyose.ed.jp/_res/projects/project_education/_page_/002/005/704/cs--setumeisiryou.pdf 

学校だより 
 

令 和 ６ 年 度 ２ 月 号 

令和７年２月17日(月) 

校長     小澤  秋仁 

  http:www.kiyose.ed.jp/kiyosetyuugakkou/index.html 

 

保護者の皆さまの学校評価結果 

生徒の学校評価 ３年       ２年           １年           １組     



 

 

 

 

 

 

 

 

復興目指して 
 1月8日に清瀬市青少年問題協議会第一地区委

員会の皆様と共催で石川県志賀町立富来（とぎ）中

学校の教頭、芳野 了俊 先生を講師にお招きして、 

『命の教育 ～復興を目指して～』 

の講演会を開催しました。 

 被災した方々の声、

復興に尽力されてい

る方々の生の声を聴

くことができました。 

当時、震度４以上の

地震が１３回。以後余

震が続き、揺れる度に「ゴー」と怒号が響いたといいま

す。この音がま

た、人々の恐怖

心を煽ったので

した。避難所で

の不自由な生

活、それを打破

するための住民

たちの一致団結と行動。助け合い支え合いました。富 

来中の吹奏楽部は、避難所を巡り、ミニコンサートをひ

らいて被災者を励ましました。寝ずに奔走する町役場

の方々の状況、学校再開に向けて動き、志賀町の中

学生の心情など、報道では伝わってくることの無い被

災の現実は、生徒たちの心に刻まれました。 

 結びに、芳野先生は「能登の中学生に、人々に思い

を寄せていただけ

れば幸いです。そし

て、助けられる人か

ら助ける人へならね

ばならないのです」

と共助の心を伝え

ていただきました。 

 

ペットボトルキャップ回収 
生徒会が全校にペットボトルキャ

ップの回収を呼び掛けました。集め

たキャップを樹脂メーカーに買い取

ってもらい、ワクチンを購入する活

動です。１月９日１０日の２日間、約

６．５㎏ものキャップが集まりました。 

1年生スキー教室 
 1月28日～30日まで菅平スキー場において、スキ

ー教室を開校しました。 

初心者であった生徒たち

が、 たった3日間でリフト

に乗りゲレンデを降りてくる

ことができました。2日目の

夜のレクは、実行委員が企画し、クラスや班の会話が

弾み、盛り上がりました。 

学習成果展 
 1月17日20日に各教科における活動の成果を

展覧会形式で披露しました。作品を掲げるだけではな

く、総合的な学習の時間でまとめの内容などはモニタ

ーを利用しました。今回の展示作品の中から、北多摩

展、都展に出品します。別途お知らせします。多数の保

護者の方々にご来場賜り誠にありがとうございます。 


